
2017 年６月 15 日

発　行：日本共産党高槻市会議員団　きよた純子　
連絡先：議員団控室　
　　　　TEL072 − 674 − 7230　FAX072 − 674 − 3202　
　　　　上本町 3 ー 25　 TEL ／ FAX．676 − 5068

NO. 62

４００年前に
改築された高槻城

　
来
年
８
月
か
ら
一
定
所
得
の
人
の
利
用
料
を
３
割

負
担
に
し
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
者
の
割
合
を

減
ら
す
な
ど
、
介
護
保
険
の
給
付
費
を
減
ら
し
た
自

治
体
に
優
先
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

前
倒
し
で
実
施
し
て
い
る
一
部
の
自
治
体
で
は
、
介

護
保
険
か
ら

「
卒
業
」
と
い

う
理
由
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
打

ち
切
り
や
介
護

認
定
を
受
け
さ

せ
な
い
事
態
が

起
こ
っ
て
い
ま

す
。
国
が
介
護

保
険
に
責
任
を

持
ち
、
介
護
職

員
の
少
な
い
配

置
基
準
と
国
の

負
担
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

二
の
丸
不
明
門
（
あ
か
ず
の
も
ん
）
付
近
の

発
掘
調
査
で
新
発
見

　
高
槻
城
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
城
内
町
、
野
見
町

周
辺
。
戦
国
時
代
の
高
槻
城
は
、
和
田
惟
政
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
の
高
山
右
近
な
ど
が
城
主
を
つ
と
め
、
立
派
な
堀
と
土
で

盛
り
上
げ
て
築
い
た
砦
に
囲
ま
れ
た
城
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
徳
川
幕
府
が
改
築
し
た
高
槻
城
は
、
城
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し

た
内
堀
と
石
垣
で
構
築
さ
れ
、
天
守
が
そ
び
え
る
本
丸
を
は
じ

め
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、
蔵
屋
敷
な
ど
備
え
た
本
格
的
な
城
で

し
た
。
１
８
７
５
年
の
明
治
時
代
初
期
に
、石
垣
が
国
鉄（
当
時
）

の
鉄
道
建
設
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
壊
さ
れ
て
し
ま
い
城
の
原

形
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
城
跡
公
園
野
球
場
（
城

内
町
）
に
は
、
高
槻
城
二

の
丸
跡
の
遺

構
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場

所
に
雨
水
貯

留
施
設
を
設

置
す
る
に
あ

た
っ
て
、
昨

年
11
月
か
ら

発
掘
調
査
を

実
施
し
て
き

ま
し
た
。
調

査
終
了
に

伴
い
、
６
月

３
日
に
調
査

現
場
を
公
開

し
、
現
地

説
明
会

が
開
か

れ
ま
し

た
。

　
二
の
丸
の
北
側
の
内
堀

に
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
不
明
門
（
あ
か
ず
の
も

ん
）
前
で
、
木
橋
の
遺
構

が
見
つ
か
り
ま
し
た
（
右

写
真
）。高
槻
城
絵
図
で
は
、

こ
の
場
所
に
木
橋
に
つ
い

て
の
記
録
は
な
く
、
緊
急

避
難
的
な
仮
設
の
橋
が
架

け
ら
れ
た
跡
だ
と
推
測
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
城
跡
公
園
野
球
場
跡
地

に
は
、
今
後
、
雨
水
貯
留

施
設
の
他
に
も
、
市
民
会

館
を
新
し
く
建
設
す
る
計

画
で
す
。
市
は
検
出
さ
れ

た
遺
構
の
う
ち
、
橋
脚
な

ど
の
現
物
は
取
り
出
し
て

保
存
し
、
二
の
丸
の
輪
郭

に
あ
た
る
部
分
は
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
保
存
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
説
明
会
当

日
は
、
良
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
貴
重
な
遺
構
を
ひ
と

目
み
よ
う
と
１
６
２
９
人

の
多
く
の
み
な
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
介
護
保
険
制
度
を
改
悪

「高額介護サービス費」の自己負担限度額改悪
区分 負担額の上限

●現役並み所得者に相当する人がいる世
帯の人

37200円（世帯）から44400円（世帯）へ
2015年8月から

●世帯内のだれかが市区町民税を課税さ
れている人

※１割負担者のみの世帯に対しては、負
担が大きくなりすぎないように年間上
限額が44万6,400円（現行の自己負
担限度額月額37200円×12）に設定。
この年間上限額の設定は3年間という
期間のある時限措置

37200円（世帯）から44400円（世帯）へ
2017年８月から

き
よ
た
純
子
の

今
年
度
の
所
属
委
員
会
が
決
ま
り
ま
し
た

●
常
任
委
員
会　
福
祉
企
業
委
員
会

●
特
別
委
員
会　
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会

●
社
会
福
祉
審
議
会　
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

●
保
健
医
療
審
議
会

高額介護サービス費は、介護サービスを利用する場合、利用者負担の月額の上限が設定さ
れます。超えた分は払い戻しされます。

二の丸跡

内　堀

野見神社
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６７６−５０６８
事前に電話で
ご連絡ください

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
大
切
に

　
受
け
入
れ
人
数
、
年
齢

構
成
に
よ
っ
て
、
保
育
室

の
部
屋
の
配
置
を
変
え
る

な
ど
、
ク
ラ
ス
分
け
は
少

人
数
で
落
ち
着
け
る
よ
う

に
と
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
６
月
５
日
現

在
、
１
歳
児
40
人
、
２
歳

児
８
人
が
入
所
し
て
お 　

保
育
所
に
空
き
が
な
い
な
ど
、
保
育
所
入
所
が
困
難
な
場
合

に
利
用
で
き
る
「
高
槻
市
立
臨
時
保
育
室
」
は
城
内
町
に
あ
り

ま
す
。
車
で
の
送
り
迎
え
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
多
く
あ

り
、
阪
急
高
槻
市
駅
か
ら
も
近
い
た
め
、
市
全
域
か
ら
利
用
が

あ
り
ま
す
。
職
場
が
高
槻
市
外
の
利
用
者
も
多
い
と
の
こ
と
で

し
た
。り

、
保
育
室
は
４
ク
ラ
ス

（
う
ち
１
ク
ラ
ス
は
、
１

歳
・
２
歳
児
の
混
合
ク
ラ

ス
）
で
す
。

　

ま
た
、
食
事
場
所
な

ど
、
子
ど
も
の
生
活
環
境

を
変
え
な
い
こ
と
で
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
に
応
じ
た
保

育
が
で
き
る
よ
う
意
思
統

一
を
大
事
に
し
、
６
月
は

じ
め
に
職
員
会
議
を
も

ち
、
日
々
の
保
育
の
な
か

で
も
、
職
員
同
士
の
保
育

連
絡
、
連
携
を
心
が
け
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

臨
時
保
育
室
を
視
察
し
ま
し
た
（
６
月
５
日
）

保
育
士
の
体
制
強
化
を

　
今
年
度
か
ら
は
「
就
労

予
定
」
の
人
も
保
育
所
に

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保

育
所
に
子
ど
も
を
預
け
て

働
き
た
い
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
臨
時
保
育
室
の
昨
年
４

月
の
入
所
者
数
は
20
人
で

し
た
が
、
今
年
４
月
の
入

所
者
数
は
48
人
と
大
幅
増

で
す
。
臨
時
保
育
室
は
定

員
50
人
で
あ
り
、
受
け
入

れ
ら
れ
る
人
数
は
あ
と
わ

ず
か
で
す
。
保
育
室
の
ス

ペ
ー
ス
に
は
余
裕
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
受
け
入
れ

人
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、

そ
の
分
、
保
育
士
の
配
置

人
数
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
受
け
入
れ
人
数

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

「
臨
時
保
育
室
」
の
役
割
果
た
せ
る

　
　
　

体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す

　
臨
時
保
育
室
の
昨
年
度

の
職
員
体
制
は
非
常
勤
保

育
士
８
人
配
置
で
し
た
が
、

今
年
度
は
非
常
勤
保
育
士

を
６
人
増
や
し
、
派
遣
保

育
士
の
配
置
割
合
を
減
ら

す
な
ど
、
市
は
体
制
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
求
人
募
集
を
し

て
も
採
用
に
い
た
ら
ず
、

現
時
点
で
非
常
勤
保
育
士

３
人
を
雇
用
し
、
残
り
３

人
は
募
集
中
で
す
。

　
非
常
勤
保
育
士
の
勤
務

植
木
団
地
跡
地
に
つ
い
て
の
経
過
報
告

　
植
木
団
地
は
同
和
事

業
と
し
て
、
富
田
園
芸

協
同
組
合
に
対
し
、
土

地
を
無
料
で
貸
す
な
ど

優
遇
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
の
同
和
事

業
の
根
拠
と
な
る
法
律

の
終
了
後
も
植
木
剪

定
ゴ
ミ
の
処
理
費
の
軽

減
な
ど
優
遇
し
て
い
る

と
し
、
日
本
共
産
党
市

会
議
員
団
は
優
遇
を
や

め
、
植
木
団
地
を
見
直

す
こ
と
を
長
年
、
求
め

て
き
ま
し
た
。

　

市
は
２
０
１
３
年
の

決
算
特
別
委
員
会
で

植
木
団
地
の
事
業
見

直
し
を
表
明
し
、
富

田
園
芸
協
同
組
合
へ

の
使
用
許
可
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
４
年
11
月

末
で
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
３
月
議
会

に
、
市
は
、
植
木
団
地

の
「
土
地
建
物
明
け
渡

し
請
求
」
を
行
う
と
提

案
し
、
市
議
会
は
賛
成

多
数
で
可
決
。
同
年
４

月
に
大
阪
地
裁
に
「
土

地
建
物
明
渡
等
請
求
事

件
」
訴
訟
を
提
起
し
て

い
ま
す
。

　
当
初
11
人
い
た
相
手

方
は
現
在
、８
名
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
５
月
10

日
に
は
10
回
目
の
口
頭

弁
論
が
行
わ
れ
、
判
決

が
近
づ
い
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

は
、
今
後
の
申
請
状
況
と

保
育
士
確
保
な
ど
の
受
け

入
れ
体
制
を
見
て
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

は
、
７
時
か
ら
13
時
と
13

時
か
ら
19
時
ま
で
の
２
交

代
制
、
週
５
日
勤
務
で
す
。

非
常
勤
と
し
て
勤
務
を
希

望
す
る
人
の
雇
用
条
件
に

あ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

保
育
環
境
を
よ
り
よ
く
し

て
い
く
た
め
に
も
、
保
育

士
の
体
制
強
化
は
大
切
な

課
題
で
す
。


